
第１回「深めよう 絆 にいがた県民会議」

を開催しました

新潟県で取り組んでいる「いじめ見逃しゼロ

県民運動」の推進母体が「深めよう 絆 にいが

た県民会議」です。現在、56の構成団体から組

織され、運動の趣旨に賛同する企業・団体サポ

ーター等から協賛・支援をいただいています。

６月４日（月）に開催された県民会議では、

次の主な取組について協議しました。

ｏ「深めよう 絆 県民の集い」の開催

ｏ「学校訪問キャラバン」の実施

ｏ「県民講座」の開催

ｏいじめ等防止に関するリーフレットの配布

ｏ多様な広報媒体を活用した県民運動の周知

（取組の詳細は、教育月報６月号を参照）

また、新潟市アグリパーク教育ファーム園長

真柄正幸氏から、「子どもの生きる力と社会性を育

む ～地域・保護者・学

校総ぐるみの取組～」

と題した講演をお聞き

しました。学校と家庭、

地域をどのようにつな

ぎ、県民運動を充実さ

せていけばよいかにつ

いて、様々な視点をい

ただきました。 【講演の様子】

今回の県民会議の内容をはじめ、県民運動の

取組については、ホームページ「新潟県いじめ

対策ポータル」で随時紹介していきます。

第29回全国産業教育フェア「プレ大会」

へ御参加ください！

専門高校等の生徒の学習成果を総合的に発

表する全国規模のイベントである「全国産業

教育フェア」が来年10月に新潟市で開催され

ます。

今年度は、プレイベントとして、県内の専

門高校等による「プレ大会」を開催します。

当日は、高校生がご来場の皆さんに対して、

実習体験などを交えて、専門教育の魅力をわ

かりやすく紹介します。多くの方々のご来場

をお待ちしています。

【メイン行事】

○日時 平成30年８月７日（火）

10：00～15：30

○会場 新潟市体育館

（新潟市中央区一番堀通町３番地１）

○主な催事

・ｽｰﾊﾟｰ ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ ﾊｲｽｸｰﾙ研究発表

・体験ブース（箸づくり、LEDﾗｲﾄ製作等）

・高校生デパート（長岡CAT関連商品や海

洋高校の魚醤「最後の一滴」も販売！）

※メイン行事以外に、同日、新潟市食育・

花育センターを会場にして、高校生クッ

キングコンテストを開催します。

【昨年度の全国産業教育フェア秋田大会の様子（写真左）

と体験コーナーの様子（写真右）】

第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (1)

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

７月号
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＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：教職員の事故防止と服務規律の確保について Ｐ２～５ 全種
３：平成30年度「子ども読書活動の推進」について Ｐ６ 全種
４：いきいき県民カレッジ「成果活用促進」事業実施機関募集中！ Ｐ７～10 全種
５：インフォメーション Ｐ11～12 全種



教職員は、常に高い倫理観や使命感をもち、

児童生徒の人格形成を支援するという重大か

つ崇高な責務を抱えています。

各学校に対しては、事故防止と服務規律の

確保に努め、全職員体制で非違行為の根絶に

向けた取組をお願いしています。しかし、依

然として教職員の不祥事は後を絶たず、学校

教育に対する県民からの信頼が損なわれかね

ない状況にあります。

前年度に引き続き、平成29年度も体罰実態

調査を実施しました。調査の結果、全校種合

わせて70件（前年度は74件）の報告がありま

した。そのうち、体罰と判断されるものが４

件、体罰には該当しないものの、不適切な指

導が31件ありました。報告件数は減少しまし

たが、依然として体罰がなくならないことを

県教育委員会として重く受け止め、厳正に対

処するとともに、根絶に向けた取組を一層強

化してまいります。

本号では、昨年度の教職員事故と非違行為

について報告します。各学校では、具体例を

参考として、教職員が一丸となって非違行為

の防止に取り組んでください。

表１ 教職員事故の件数 (各年度内報告件数)

義務教育諸学校 県立高等学校等

年 度 29年度 28年度 29年度 28年度

被害事故 4 4 50 43

加害事故 10 9 60 70

交通事故 飲酒運転 1 1 1 1

速度超過 2 2 4 2

自損・物損等 15 20 5 4

負傷事故(交通事故以外) 78 83 31 18

非違行為(交通事故以外) 3 1 6 9

病気等の死亡 5 5 2 4

その他 0 0 0 0

総計 118 125 159 151

※表１の教職員事故件数には、県立学校の事務職員等による事故
件数も含まれる。

１ 公立義務教育諸学校

義務教育諸学校(公立特別支援学校を含み、

新潟市立学校を除く。)における教職員の事故

の総数は118件で、前年度より７件減少しまし

た。懲戒処分件数は７件と３件減少しました

が、飲酒運転と性非行で免職処分事案が発生

しています。また、重大な交通違反（速度超

過）が昨年と同数の２件でした。

今後も危機感をもち、非違行為根絶の取組

を強化するとともに、教職員の不注意による

事故防止への意識を一層高めていく必要があ

ります。

２ 県立高等学校等

県立高等学校（中等教育学校を含む。）にお

ける教職員事故の総数は159件で、前年度より

８件増加しました。交通加害事故は10件減少

しましたが、飲酒運転が１件ありました。

懲戒処分件数は３件で、前年度より１件減

少しましたが、飲酒運転により免職処分となった

事案など、県民からの信頼を大きく損なう重

大な事故が発生しています。

教職員一人一人がこうした状況を自分のこ

ととして受け止め、全教職員で事故防止、非

違行為の根絶に向けた取組を行っていく必要

があります。

表２ 各年度の教職員の交通事故処分件数

義務教育諸学校 県立高等学校等

年 度 29年度 28年度 29年度 28年度

加害事故 ０ ６ １ ２

飲酒運転 １ １ １ ０

速度超過 ２ ２ １ ２

その他 ０ ０ ０ ０

総 計 ３ ９ ３ ４

※年度内に発生した事故であっても処分が翌年度になる場合もあり、文中や
表１の事故発生件数と表２の処分件数が一致しない場合がある。

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第822号 平成30年７月２日

教職員の事故防止と服務規律の確保について
義務教育課・高等学校教育課



第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (3)

１ 飲酒運転の根絶

飲酒運転は、教育への信頼を損なうだけで

なく、その社会的責任が極めて大きい違法行

為です。また、人の生命にかかわる重大事故

に結び付く、極めて悪質かつ危険な行為です。

県教育委員会は、飲酒運転を行った教職員

に対しては、「酒酔い」「酒気帯び」の別や事

故の有無にかかわらず、原則として「免職」、

同乗した教職員や飲酒を勧めた教職員も「免

職」又は「停職」という厳しい処分で臨んで

います。

昨年度も、飲酒運転が義務教育諸学校と県

立高等学校等合わせて２件発生したことは、

慚愧に堪えません。教職員一人一人が行為の

重大性を厳しく認識するとともに、自校から

飲酒運転を出さないための取組が各学校に求

められます。

２ 速度超過違反の防止

速度超過違反は、死亡事故や重大事故を引

き起こす極めて危険な行為です。30km／h（高速

道40km／h）以上速度超過の運転は、危険度の高

い悪質な違法行為として道路交通法で罰金な

どの刑事罰が科せられるとともに、行政処分

として運転免許の停止処分を受けることにな

ります。

県教育委員会では、このような速度超過違

反を懲戒処分の対象としており、昨年度は義

務教育諸学校で２件、県立高等学校等で１件、

合計３件の事案に懲戒処分を行いました。授

業準備のため学校に早く到着したいと、つい

スピードを出してしまったという事案があり

ました。

子どもの交通安全教育に携わる教職員は、

自らが率先して交通法規を守り、交通事故防

止に努めなければなりません。速度超過違反

は一人一人の心掛けでゼロにできます。ハン

ドルを握る際は、常に心と時間にゆとりをも

ち、制限速度を遵守することが大切です。

３ 交通加害事故の防止

相手方に重傷(全治30日以上)を負わせ、懲

戒処分となった加害事故が義務教育諸学校と

県立学校高等学校等で合わせて１件発生しまし

た。

交通加害事故の多くは、一時不停止やわき

見運転、前方不注意など、運転に集中してい

れば防ぐことができるケースがほとんどです。

発生場所はその多くが交差点となっています。

交差点では楽観的な予測に基づく「だろう」

運転ではなく、危機意識をもった「かもしれ

ない」運転を心掛け、確実な一時停止と入念

な左右確認を行い、事故を起こさない安全走

行に努めることが大切です。

万一、加害事故を起こした場合は、被害者

への救急措置に全力で当たり、警察への届出

を行うなど、運転者や同乗者としての当然の

義務を果たすとともに、被害者や家族への誠

意ある初期対応が求められます。また、損害

賠償等事故後の措置についても、丁寧かつ誠

実な対応が求められます。

交通加害事故は、刑法により懲役、禁錮又

は罰金刑を科せられる場合もあることを自覚

し、十分な安全確認と慎重な運転を行い、事故

防止に努めてください。

平成29年度に処分された非違行為の件数(交

通事故を除く。)は表３のとおりです。以下、

主な非違行為の内容を紹介するとともに、そ

の行為に係る問題の所在と今後の対策につい

て考えてみます。

表３ 各年度の教職員の非違行為処分件数(交通事故以外)

義務教育諸学校 県立高等学校等

年 度 29年度 28年度 29年度 28年度

窃盗・横領 ２ ０ ０ ２

著作権法違反 ０ ０ ０ ０

体罰・暴力行為 １ ０ １ ２

性非行・セクハラ １ １ １ １

情報紛失・流出 ０ ０ ０ １

管理監督責任 ０ ０ ０ ０

その他 ０ ０ １ １

総 計 ４ １ ３ ７

※年度内に発生した事故であっても処分が翌年度になる場合もあり、文中や
表１の事故発生件数と表３の処分件数が一致しない場合がある。



(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第822号 平成30年７月２日

１ 体罰・暴力行為の防止

平成29年度末に実施した体罰調査により、

義務教育諸学校で２件、県立高等学校及び中

等教育学校で２件の体罰事案が発生しました。

事故発生時に教職員自らが管理職に申告し、

訓戒等の処分済みの事案も含まれますが、児

童生徒、保護者、教職員からのアンケート調

査によって、はじめて明らかになった事案が

あります。また、指導の過程で何らかの有形

力が行使された不適切指導も、義務教育諸学

校で20件、県立高等学校及び中等教育学校で、

11件報告されています。全体的には体罰根絶

の意識が高まり、部活動指導においても、適

切な指導が行われているものと考えられます。

一方、経験年数が多い教諭による有形力の

行使、児童生徒の心を傷つけるような言葉の

暴力が依然として見受けられます。体罰は違

法であり、児童・生徒への指導として決して

許されるものではありません。体罰による被

害が軽微であっても、基本的人権の尊重の観

点から容認されません。近年、体罰に関する

県民感情は一段と厳しくなっていることを認

識する必要があります。

【事例１】

児童が嘘をついていると、胸ぐらをつか

みもう一方の手で腕を掴み、強引に２ｍ程

度引きずった。

【事例２】

学校行事の日に、生徒が許可なく無断で

下校したとして、休み明けに当該生徒が登

校した際、頭をげんこつで２回叩いた。

＜問題の所在＞

(1) 児童生徒の反抗的な態度に、冷静さを失

い、無理矢理指示に従わせようとして体罰

を行った。

(2) 児童生徒の特性を理解していながらも、

児童生徒の言動に感情的になり、児童生徒

や保護者の心情にまで思いを巡らせなかった。

(3) 日頃から指導に従わない生徒に対しては、

他の教員と協力して指導すべきところを、

自分一人で指導しようとしたため、判断を誤り、

体罰に及んでしまった。

＜今後の対策＞

(1) 教職員は、平成25年３月13日付けで文部

科学省から発出された「体罰の禁止及び児

童生徒理解に基づく指導の徹底について（通

知）」等を参照し、いかなる行為が体罰に当

たるかについて正しく理解し、「場合によって

ては体罰もやむを得ない」などといった誤った

認識をもたない。

(2) 管理職は、児童生徒に威圧的な態度や粗

暴な言動が見られるなど体罰の前兆が見受

けられる教職員、精神的なゆとりやおおら

かさを失っている教職員に対して、時機を

失することなく声かけを行い、態度や言動

に対して具体的な指導を行う。

(3) 教員は、児童生徒の人権を尊重した教育

を推進する立場にあることを常に忘れずに

適切な指導を心掛け、体罰は児童生徒の人

権を著しく損ねることを自覚する。

(4) 日頃から教職員全体で児童生徒の情報交

換を行い、問題行動等に対して学校全体で

当たる生徒指導体制づくりに努める。

(6) 行き過ぎた不適切指導が行われていない

かを管理職が自ら、学年部や教科部の職員

同士で、部活動顧問が活動場所単位で、日

常的に点検できる体制を整備する。

２ 個人情報紛失・情報漏えい等の防止

平成29年度に、通知表の誤送付を含む個人

情報の紛失・漏えいが、義務教育諸学校と高

等学校併せて17件発生しました。

【事例３】

児童の個人情報を保存したＳＤカード

を、校内情報管理規定に反し、無断で校

外に持ち出し紛失させた。

【事例４】

教諭が、自宅で文化祭の企画書を作成

するために、個人情報を含む全年度のデ

ータを私用のアドレスに送信しようとし

たが、誤って別のアドレスに送信した。



第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (5)

＜問題の所在＞

(1) 学校で定めている個人情報管理規程の遵

守が徹底されていない。

(2) 児童生徒や保護者の個人情報の重要性に

対する意識が希薄であり、その取扱い及び

管理方法が不十分である。

＜今後の対策＞

(1) 管理職は、個人情報の取扱いに関する校

内規定の見直しを図るとともに、教職員が

個人情報の管理についての意識を高めるた

めの具体的な取組を行う。

(2) 教職員は、個人情報を扱う際には、常に

複数で対応する等、危機管理意識を高める。

特に答案の紛失やメールアドレスの流出な

どの事故を起こさないよう十分注意する。

※ 校務に使用するパソコンには、公用・私用の

別に関わらず、情報流出の危険性のあるソフト

を決してインストールしないこと。

また、ウイルス対策ソフトをインストールす

るとともに、その更新を確実に行うこと。

※ 管理職の許可を得て個人情報を持ち出すとき

の手続き、元に戻したときの報告の手順等を、

全職員で確認すること。

３ 性非行・ハラスメント等の防止

性非行は、教職員としての基本的な資質に

欠ける重大な非違行為であり、被害者に深い

心の傷を残します。また、ハラスメントは働

く人の個人としての尊厳を傷つける社会的に

許されない行為です。懲戒処分の基準では、

強制わいせつ行為を行った教職員は「免職」

又は「停職」であり、特に児童生徒に対して

わいせつ行為を行った教職員は「免職」とさ

れます。昨年度は、義務教育諸学校で、盗撮

目的で建造物へ侵入したり、女性へのつきま

とい行為を行った性非行、県立高等学校等で

生徒が18歳未満であると知りながら、ホテル

等でみだらな行為を行い、児童福祉法違反で

逮捕された事案がありました。以下の点を十

分に理解し、今後も新たな性非行が発生しな

いよう学校を指導してまいります。

＜性非行発生の背景＞

(1) 盗撮やつきまとい行為といった、女性を

単なる性的な対象として扱い、規範意識と

倫理観に欠けている。

(2) 生徒とSNS等で連絡を取り合う中で、適切

な距離感を保てなくなり、不適切な関係と

なってしまった。

＜発生防止への留意点＞

(1) 性非行は、教育に対する信頼を根底から

失わせるとともに、児童生徒の人格形成に

多大な悪影響を与える行為であり、絶対に

許されるものではないことを一人一人の教

職員が十分に自覚する。

(2) ハラスメントの防止等について、所属長

をはじめとする教職員一人一人が問題意識

をもち、ハラスメントの防止に努める。

(3) 平成28年４月に県教育委員会が作成した

「ハラスメントの防止及び対応について」

を活用し、所属におけるハラスメントの防

止や問題が生じた場合の対応等について確

認する。特に、マタニティーハラスメント

に関しての理解を深め、防止に向けて意識

を高める。

学校教育は、児童生徒、保護者、地域との

信頼関係のもとに成り立っています。その信

頼は、教職員一人一人の不断の努力により築

かれるものです。しかし、教職員の非違行為

は今までの努力を一瞬にして無とし、培って

きた信頼を根底から失わせるものです。一度

損なった信頼関係を回復するには、多大な労

力と時間を要します。

また、管理職においては、これまで取り組

んできた業務の効率化等により、教職員の多

忙化解消に努めるとともに、適切な助言等に

より、教職員のやりがいを高めながら、開か

れた職場環境づくりに取り組んでください。

県教育委員会は、引き続き、教職員の心身の

健康が保たれるよう支援してまいります。



子どもたちが意欲的に読書に親しみ、読書

習慣を身に付けることができるよう、県教育

委員会では、読書に関するコンクールをはじ

め、子ども読書活動の推進に携わる方の研修

など、様々な取組を進めています。

本号では、今年度の主な取組について紹介

します。

子どもが読書習慣

を身に付け、また、

表現する楽しさを実

感してもらうため、

本を読んで感動した

こと・印象に残った 【園児～小学校3年最優秀賞】

ことを絵と文で伝え

るコンクールを開催

します。

平成27年度から実

施し、昨年度は461

作品の応募がありま

した。 【審査委員長賞】

募集部門 ①園児～小学校３年生

②小学校４～６年生

③中学生以上 ※一般含む

④親子

募集期間 ７月23日（月）～９月14日（金）

※応募方法等の詳細は学校にお知らせします。

学校及び公立図書館・地域等で子ども読書

活動の推進に携わる方の資質向上とネットワ

ーク構築を図る研修会を県内５地区・各４回

（計20回）実施します。

会場 上越（上越市）

中越（長岡市・南魚沼市）

下越（胎内市・佐渡市）

内容 講演、ワークショップ、実技演習等

対象 教職員、図書館司書、行政担当者、

地域の読書ボランティア等

※詳細は県のホームページを御覧ください。

１ 高校生POPコンテスト

県内高校生の「不読率」（１か月に１冊も本

を読まない人の割合）が４割以上（全国では

５割以上）であり、高校生が本を読むきっか

けとして「宣伝・広告」、「友人のおすすめ」

をあげる人が多いことから、高校生が読書に

取り組むきっかけづくりとして、高校生によ

る同世代への推奨本の紹介POP（書籍を分かり

やすく紹介する広告）を募集します。

優秀作品は表彰し、POP及び優秀作品のポス

ターを学校や公立図書館、書店等に展示しま

す。

応募資格 県内高校生（特別支援学校高等

部、中等教育学校４～６年生含

む）

募集期間 ７月23日（月）～９月28日（金）

※応募方法等の詳細は学校にお知らせします。

２ 子育て世代向け出前講座

読み聞かせや本のある環境の大切さを子育

て世代へ啓発するために、父母等の集まる場

で出前型の講座を開催します。

内容 県内３カ所、各30～90分程度の講演

対象 乳幼児～小学校低学年までの保護者

このほか、「オープンカレッジ2018」（作家

や児童文学の第一線で活躍する専門家による

講演会・県内３会場）や「絵本作家おはなし

会」（作者による講演及び読み聞かせ・県

内３会場）、「子ども読書推奨本」の貸出も行って

います。どうぞ御活用ください。

(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第822号 平成30年７月２日

平成30年度「子ども読書活動の推進」について

生涯学習推進課



第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (7)

現在「いきいき県民カレッジ」では「成果

活用促進」事業の実施機関を募集しています。

多くの学校から実施機関への登録をお願い致

します。

いきいき県民カレッジ（以下カレッジ）と

は、知事を学長とし、生涯学習社会の推進に

向けて「いつでも、どこでも、自分の希望す

るものを学びたい」という県民の要望に応え

ることを目的に実施している事業です。県や

市町村、大学・短期大学、高等学校、専門学

校、各種学校等さまざまな機関が実施してい

る講座が登録されており、平成29年度は全3,404

講座で合計177,260名の方が学びました。講座

内容は新潟地域学からスポーツ・健康に至る

まで多岐にわたります。

【新潟地域学 はじめての古文書講座（冬季）の様子】

また、年間３回（５月、７

月、11月）「カレッジ・講座一

覧/入学案内」を発行し、高等

学校をはじめ県内高等教育機

関や、県内各施設へ配布して

います。

【カレッジ講座一覧/入学案内】

１．循環型生涯学習社会の実現に向けて

平成29年度から従来のカレッジ事業に加え、

県民がカレッジ等で学んだ知識や技能を学校

や地域で生かす取組を支援する「成果活用促

進」事業を新設しました。以下、従来のカレ

ッジと新しいカレッジを比較して説明します。

１．従来のカレッジ＝「学び」主体

県民の「学び」の励みになるように「受講

手帳」があり、そこに講座を受講したことに

よって得られるスタンプやシールをためると、

学長（県知事）から奨励証が授与されます。

【受講手帳】 【受講手帳の単位認定記録欄】

奨励証の種類（単位）

チューリップ賞(50)

雪椿賞(100)

朱鷺賞(200)

越佐賞(300)

日本海賞(400)

学長賞(500) 【学長賞授与の様子】

２．新しいカレッジ＝「学び」＋「活躍」

⇒新しい学びへ

「学び」の成果（知識や技能）を学校や地

域で生かし、活躍できる取組の支援をはじめ

ました。これが新設の「成果活用促進」事業

です。具体的には、新たに「活用手帳」を作

成し、学びの成果を生かす活動の記録と、単

位認定及び奨励証の交付を行います。

いきいき県民カレッジ「成果活用促進」事業
実施機関 募集中！

県立生涯学習推進センター



【活用手帳】 【活用手帳の活動の記録欄】

「活用手帳」は下記の条件をすべて満たす方

に配布します。

・新潟県内に在住している方

・成果活用の単位認定対象活動に指導者

や、それに準ずる運営スタッフとして

参加している方

・単位認定を希望する方

※ただし、事業を主催する機関の職員

は除く。

２．単位認定活動の対象例

単位認定対象活動は原則｢各実施機関が認め

るもの｣とします。具体的には下記のような活

動が認定されています。

ア 学校支援活動

（ゲストティーチャー・外部講師等として

の学校教育活動支援及びそれに準ずる活動）

イ 教育委員会が主催する事業における活動

（放課後子供教室、土曜学習、地域未来塾

及びこれらに準ずる活動）

ウ 公民館・コミュニティセンター・児童館

・青少年教育施設等が実施する事業におけ

る活動

（学習講座や研修等の講師や運営スタッフ

及びこれらに準ずる活動）

エ 県立生涯学習推進センターが主催する事

業における活動

（ボランティアスタッフ及びこれらに準ず

る活動）

オ 県立・市町村立図書館が実施する事業に

おける活動

（読み聞かせボランティア及びこれらに準

ずる活動）

３．「成果活用促進」事業での単位認定から奨

励賞授与までの流れ

〈学校や公民館（実施

機関）で授業や講座等

の活動を支援する。〉

↓記録

〈１時間で１単位を取得。活動を依頼した実

施機関の担当者がスタンプを押印する。〉

↓申請

奨励証種類（単位）

鳥屋野潟賞（25） 〈「活用手帳」への押印に有

笹川流れ賞(50) 効期限はありません。一定

美雪賞(100) 単位を取得し、カレッジ本

信濃川賞(150) 部に申請された方に奨励証

翡翠賞(200) を交付します。〉

学長賞(250)

↓交付

【奨励賞】

(8) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第822号 平成30年７月２日



第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (9)

１．実施機関を募集しています

成果活用の単位の認定は、「成果活用促進」

事業に参加を希望した教育委員会、学校、公

民館、図書館等の公共機関等（以下、実施機

関）が行います。

新潟県立生涯学習推進センターでは、現在、

実施機関になっていただける学校等を大募集

しています。

いきいき県民カレッジ「成果活用促進」参

加申込書に、成果活用の対象活動・事業名等

を記入し、各地区教育事務所社会教育課また

は新潟県立生涯学習推進センターにお申し込

みください。

〈申込先・問合せ先〉

○上越市 妙高市 糸魚川市

にある幼・小・中・特別支援学校等

⇒上越教育事務所 社会教育課

E-mail:ngt501010@pref.niigata.lg.jp

℡ :025-526-9377

FAX :025-523-7542

○長岡市 三条市 柏崎市 小千谷市

加茂市 十日町市 見附市 燕市

魚沼市 南魚沼市 弥彦村 田上町

出雲崎町 湯沢町 津南町 刈羽村

にある幼・小・中・特別支援学校等

⇒中越教育事務所 社会教育課

E-mail:ngt501020@pref.niigata.lg.jp

℡ :0258-38-2652

FAX :0258-38-2682

○新発田市 村上市 五泉市 阿賀野市

佐渡市 胎内市 聖籠町 阿賀町

関川村 粟島浦村

にある幼・小・中・特別支援学校等

⇒下越教育事務所 社会教育課

E-mail:ngt501030@pref.niigata.lg.jp

℡ :0254-27-9158

FAX :0254-27-9161

○新潟市 にある幼・小・中・特別支援学

校及び全県の高等学校等 他

⇒新潟県立生涯学習推進センター

E-mail:nlpc@mail.lalanet.gr.jp

℡ :025-284-6110

FAX :025-284-6019

２．申し込み後の流れ

上記教育事務所社会教育課等へ申込みいた

だいた実施機関には、いきいき県民カレッジ

事務局（新潟県立生涯学習推進センター内）

で報告（＝参加申込み）を確認次第、「活用手

帳」、スタンプ、シールをお送りします。

実施機関の担当者は、その日の活動終了後

に、単位認定希望者（学校で、講師活動やボ

ランティア活動等で活躍していただいた方で、

「活用手帳」の配布と成果活用の単位認定を

希望される方）の｢活用手帳｣に押印してくだ

さい。

そのほか、実施機関には年度末に１回、「活

用手帳」の実際の配布冊数の報告をお願いし

ます。年度末になりましたら、いきいき県民

カレッジ事務局より報告の用紙を各実施機関

宛てに送付します。本年度の「活用手帳」配

布冊数をご記入の上、事務局まで報告をお願

いします。

３．奨励証の申請から交付まで

「活用手帳」の配布を希望された方が所定

の単位を取得すると、奨励証の申請ができま

す。「活用手帳」にある申請書に必要事項を記

入の上、「活用手帳」をいきいき県民カレッジ

本部宛てに送ってください。実施機関を通し

て、まとめて送っても、個人で直接送ってい

ただいても構いません。後日、本部から郵送

にて奨励証をお届けします。



(10) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第822号 平成30年７月２日

４．平成29年度実施機関

平成29年度の11月末から実施機関を公募し、

昨年度は36機関から参加していただきました。

今後さらに実施機関を増やすべく広報してい

く予定です。

（平成29年度参加実施機関の対象活動等）

実施機関 対象活動・事業名

教育委員会 週末体験くらぶ

放課後子ども教室

学校支援者派遣事業など

図書館 読み聞かせボランティア

公民館 市民大学講座

成人教育講座

家庭教育講座

各種講座のアシスタントスタ

ッフなど

小学校 授業のゲストティーチャー

中学校 読み聞かせ講師

総合的な学習の時間の指導

課外活動指導など

地域へのボランティア

「成果活用促進」事業の主なねらいは、下

の２つです。

①生涯学び活躍できる循環型生涯学習社会の

実現。

②家庭や地域と連携した魅力と活力ある学校

づくりの推進。

「活用手帳」を使って、学校と地域の方々

のコミュニケーション（つながり）を促進す

るとともに、参加される地域の方々自身の更

なる学びへの関心・意欲の向上も期待されま

す。地域の方々が持っておられる「学び」の

成果を、学校を通じて、子ども・家庭・地域

へ還元していくために、是非多くの学校から

の実施機関としての参加をお願いします。

【カレッジマスコットまなみん】



第822号 平成30年７月２日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (11)

●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【７月２日（月）～2019年８月（予定）】

新潟県立近代美術館は改修工事のため、休館に
入りました。
休館期間中は学校団体の鑑賞および職場体験な

どは受付できませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館中でも、美術の鑑賞に関わる内容を中心に、
学芸員が学校に出向いて授業を行う「出前講座」
は承っています。
今、注目されている「対話型鑑賞」を取り入れ

た美術鑑賞の授業や、キャリア教育につながる「学
芸員のお仕事」について、あるいは郷土の作家に
関する内容など、ご相談に応じます。
また、教員向けの「対話型鑑賞」の研修なども

承ります。
ご希望がある場合は、期日の３ヶ月前までに電

話等でご相談ください。担当の先生と打合せの上、
プログラムを作成いたします。
講師料はいただきませんが、交通費のみお支払

いいただきます。

【連絡先】
新潟県立近代美術館 （担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

【近代美術館全景】

●県立万代島美術館（新潟市）
「ジブリの動画家 近藤勝也展」

図版：

「魔女の宅急便」イメージボード

©1989 角野栄子・Studio Ghibli・N

宮崎駿監督も絶大な信頼を置く圧倒的な画力、魅力的
な表情、生き生きとしたキャラクターたちの動き。ス
タジオジブリ作品の輝きを支える動画家の一人、近藤
勝也氏（1963年愛媛県新居浜市生まれ）を取り上げた
本展では、氏の描いたアニメーション原画やキャラク
ターデザインの仕事を中心に、多彩な作品約500点を紹
介します。「魔女の宅急便」「海がきこえる」「崖の上の
ポニョ」をはじめ、「山賊の娘ローニャ」や広告用イラ
スト等、描くことが大好きだった少年がアニメーター
となって飛躍し、活動の幅を広げる様子をご覧くださ
い。

○会 期 ７月７日(土）～９月24日(月・休)
○休 館 日 ７月９日(月)、23日(月)、

８月６日(月)、20日(月)、９月３日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,200円(1,000円)

高校・大学生1,000円(800円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

会期中のイベント
○ギャラリートーク＆サイン会
７月７日(土)午後２時～
出演：近藤勝也氏(聞き手 TeNYアナウンサー)
会場：万代島美術館展示室
※申込不要・要観覧券
※サイン会は美術館ロビーにて・別途整理券必要
（図録購入者先着30名に整理券を配布します）

○アニメーター体験講座
７月29日(日) 午前10時～午後４時
協力：JAM日本アニメ・マンガ専門学校
会場：万代島美術館ロビー
※申込不要・無料

７月１日(日)から７月６日(金)は展示替えのため休館
します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアドレス）

をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャンプしますので

御活用ください。Webページでも御覧ください。バックナンバー

も御覧になれます。「教育月報」で検索してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課

第２回新潟県考古学講演会「渟足柵・磐船
柵造営前後の阿賀北地域」
古代越後国は、律令国家の北の国境地域にあたり、

その最前線である阿賀北地域には、渟足柵・磐船柵

（砦）が設置されたとの記事があります。ここで北方

の蝦夷と向かい合っていたと考えられますが、現在の

ところ柵は発見されていません。本講演会では、阿賀

北地域の最新の発掘調査成果を報告するとともに、こ

の研究の第一人者である小林昌二・新潟大学名誉教授

に御講演いただきます。

〇期 日 ７月28日(土)
○時 間 午前10時～午後３時50分
○会 場 聖籠町文化会館

（聖籠町大字諏訪山1280）
○定 員 700名
〇申 込 ７月27日(金）〆切
〇申込先 聖籠町町民会館

電話：0254-27-2121
〇参加費 無料

【長岡市八幡林遺跡出土「沼垂城」木簡】

〇お問い合わせ
文化行政課 025－280－5620

●県埋蔵文化財センター（新潟市）

夏季企画展「丸木舟の考古学」を開催
します
かつて潟湖が広がっていた越後平野で行き交う人
々に欠かせなかった丸木舟。そのルーツは縄文時
代にさかのぼります。本展では、阿賀野市石船戸
東遺跡から見つかった長さ約5.5ｍの鎌倉時代の大
型丸木舟を初公開し、新潟県内の出土資料から丸
木舟の歴史を探ります。

〇会 期 平成30年７月６日(金)～12月９日(日）
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 会期中は無休
○観覧料 無料

新潟県埋蔵文化財センター講演会
第４回「佐渡金銀山遺跡と県内鉱山遺
跡の価値と魅力－国内外鉱山遺跡との
比較調査の視点から－」
佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて、国内外の

鉱山との比較調査を進めてきました。そこから見
えてきた佐渡金銀山及び県内の鉱山遺跡の価値や
魅力について解説します。

〇期 日 平成30年７月22日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 尾﨑 高宏（県文化行政課）
○定 員 80人（当日定員になり次第締切）
○申込み 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方
は２週間前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援
プログラムを用意しています。詳しくは下記ホー
ムページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

【阿賀野市石船戸東遺跡の丸木舟】

【佐渡金銀山遺跡の南沢疎水坑道】


